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Ⅱ. 本論文要約  
本論文は、「孤立環境」の特性を持つキルギス共和国の日本語教育の現状を明らかにし、
さらに、日本語学習者にどのようにして学習に対する意欲を持たせ維持させているかを検
討したものである。本論文は全8章からなり、大きく1～3部に分けられる（序章、I部は2
章から3章、II部は4章から7章、III部は8章）。 
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以下に、各章ごとに概要を述べる。 
 
序章 
 「はじめに」では、筆者がなぜこの研究に取り組むことにしたのかという自分自身の日
本語学習経験とこの研究につながる動機について述べた。具体的には、筆者が 20 年前に
孤立環境の特性を持つキルギスでインターネットがまだ普及されていないころに日本語を
勉強しはじめたこと、教室の中にはパソコンやラジカセなどはなく、黒板に書かれたもの
や教科書を見ながら学んでいたこと、日本語を勉強しはじめた頃は同級生全員の学習意欲
がとても高かったことをまず述べた。続いて、「日本語が難しい」、「日本語の将来性が
ない」などの様々な理由で日本語の授業に来なくなったり、以前と比べると学習意欲が低
くなったり、学部変更をしたりする学生が徐々に現れはじめたこと、この現象は筆者が日
本語の教師として携わっていた時も毎年見られたこと、学習意欲の維持・向上が海外の現
場でいまだに重要な課題の１つとして残っていることについて説明した。   
 次に、「孤立環境」という本研究で用いる用語の説明を行った。「孤立環境」の特性を
持つキルギスにおける日本語教育の現状と課題を明らかにするとともに日本語学習者の学
習意欲について検討するものを研究目的とし、環境から見える問題と教室から見える問題
の 2 つの観点から明らかにすることを示した。その解答を得るために、2つの研究課題を
設定した。その 2 つの課題とは、研究課題 1 は、キルギスの日本語教育の現状と課題、で
ある。この課題は、文献調査と授業観察をもとに問題点を検討した。研究課題 2 は、孤立
環境下における学習者の学習意欲の維持・向上、である。これは、教師と学習者へのイン
タビュー調査をもとに検討した。 
 最後に本論文の構成を提示した。 
 
I.環境から見える問題 
Iでは、環境からどのような問題点が見えるかについて述べた。具体的にキルギスの一
般事情と外国語教育、さらに日本語教育について文献調査を行い、類似の孤立環境にある
国々についての先行研究を踏まえた上でキルギスの日本語教育が置かれている状態を把握
した。 
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第2章 孤立環境下の日本語教育における先行研究 
 先行研究については、日本語教育分野で「孤立環境」として取り上げられている先行研
究を地域別に（中米、東欧、中東）概観した。 
 まず、中米における日本語教育に関する研究である。まだ数が少なく研究の途中にある
と考えられるものが多いが、中米全体の問題として日本語学習を長く継続させるという学
習者の学習意欲の維持が問題として取り上げられていること、また、現地に日本語教師い
ないという国もあり、国によって状況が変わり、中米の日本語教育は難しい状態にあるこ
とを述べた。次に、東欧を中心とした日本語教育についての研究である。研究が始まって
10年以上になるが、その多くが実践報告か、あるいはその国のみや地域の一部の教育機関
を扱った研究が多いこと、また、日本語教師の待遇の悪さ、学習者の学習継続や動機の維
持、そして日本語学科卒業生の就職の難しさなどの問題点が存在していることを報告した。
続いて、中東地域における日本語教育の先行研究について述べ、中東全体の問題点として、
教師、学習者の学習意欲の維持が挙げられている研究を紹介した。 
 これらの研究の多くは 2000 年代に入ってから行われ、その多くはそれぞれの国の日本
語教育事情を明らかにすることを目的に行われ、日本語教育事情を扱った上で、その国の
日本語教育においてどのような課題や問題点があるのかを述べている。また、「孤立環境」
を扱った研究の多くは、教師の視点からアンケート調査を通して問題点や課題を明確にし
ている。海外の場合、特に「孤立環境」では日本語学習が行われる主な場所は教室の中で
あるにも関わらず、一般的に行われているのはどのような授業なのか、実際の授業を通し
てどのような課題や問題点があるのかなどの研究が見当たらないこと、学習者の学習意欲
にも着目し、教師と学習者を対象に詳しい意識調査の必要があることを指摘した。 
  
第3章 キルギスにおける日本語教育 
 第 3 章では、まず、キルギスの一般事情、政治、経済、外交、教育制度と外国語教育に
ついて紹介した上で、キルギスにおける外国語としての日本語教育について検討した。キ
ルギスでは、ソ連から独立した 1991 年に日本語教育が始まり、現在、初等・中等・高等
教育機関において行われている。この章では、この約 30 年の日本語教育は 2010 年以前と
2010 年以降に分けられることを報告する。具体的には、日本語教育を行う機関と学習者
数の変化である。2010年までの日本語教育は主に首都ビシュケク市内の高等教育機関を
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中心に行われていたが、2010 年代からは少し変わり始めた。高等教育機関の日本語学習
者数が減少する一方で、初等中等教育機関での日本語学習者数は増加傾向である。さらに、
私立学校ビリムカナ、Japan Style Training Center、日本語学校 Saat Bilimなどの機関におい
ても日本語学習者が増加し、地方においても拡大されてきている。 
 続いて、キルギスの日本語教育を取り上げた先行研究に基づいて、キルギスでの日本語
教育の課題・問題点を抽出した。そのキルギスの高等教育機関における問題点として「設
備や教材・教具の不足」、「教師の質（待遇、日本語運用力、教授法など）」、「日本語
学習者の学習意欲の維持や向上」、「日本語卒業生の進路」などが見られた。これらの分
析を通じ、キルギスの日本語教育の現状と課題を明らかにした。 
  
II.教室から見える問題 
 II では、教室からどのような問題が見えるか、どのようにして教室の問題を明らかにす
るかについて述べた。具体的には、孤立環境下の日本語教育にとって最も重要な課題の 1
つである学習者の学習意欲の維持・向上について、実際に観察し得た授業実態の分析と日
本語教師・学習者へのインタビュー調査を通して明らかにする。 
 
第 4 章 授業分析とインタビュー調査に関する先行研究 
本章では、授業分析についての先行研究と意識調査のインタビュー調査についての先行
研究を概観した。まず、授業分析に関する先行研究である。日本語教育の分野でよく用い
られている代表的な方法として、Moskowitz（1971） が提案した Flint、Fanselow（1987）
が開発した FOCUS、Frölich et al. (1985) の COLT などを紹介した。その上で、本研究では
「第二言語の授業におけるコミュニカティブ・アプローチや、教授法と学習法の関係を見
るために開発された」（Spada and Frolich 1995）COLT を採用することを示した。指導過
程と学習内容をタイムラインで記録することにより、言語活動と指導過程を明らかにする
ことができること、教師と学習者、または学習者と学習者との実際の発話を分析すること
により内容や質を測定することが主な理由である。 
次に、学習意欲について教師と学習者の意識を明らかにするインタビュー調査の代表的
な方法として、グラウンデッド・セオリー・アプローチの M-GTA と佐藤（2008）の「定
性的コーディング」の具体的な手法を紹介した。「定性的コーディング」とは、まず、イ
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ンタビューのデータから意味内容ごとに「定性的コード」を割り出し、「定性的コード」
から「（概念的）カテゴリー」を生成するという分析方法である。質的研究としての分析
手法が明確であることや、何度も文字テクストに立ち返りながら行為や語りの意味を明ら
かにすることを重視し、さらに、現場の言葉を理論化することができ、本研究の目的を実
証的に明らかにすることが可能であるという理由から、本研究では、佐藤（2008）の「定
性的コーディング」を採用すると述べた。 
 
第 5 章 日本語授業の実態（授業観察） 
本章では、録画・録音が許された貴重な 3 つの授業（Class A、Class B、Class C）につ
いて論じた。まず、本研究で扱った調査とその実施について詳細に記述した。具体的には、
観察した授業を COLT の Part A と Part B を用いて分析し、実際の授業の実態をを探り、キ
ルギスの日本語教育においてどのような課題があるのかを検討した。教師と学習者のやり
取りがどう展開していくかは、COLT 分析では詳しく確認できないため、授業中の会話の
流れを分析するために Sequential Analysis（e.g. Markee 2000）と教師の言葉かけについて
も吉川・三宮（2007）を参考に分析を行った。まず、COLT Part A の結果は以下のとおり
である。教師や学習者あるいはクラスといった授業形態から見ると Class C は教師中心の
授業になっている。言語形式については Class Aと Class C において扱っていて、内容に重
点を置いた話題は Class B と Class C において行われている。そして、Class B と Class C は
話す技能と聞く技能が多く使われ、Class A は書く技能に時間を多く扱っている。今回の
授業分析から教材・教具の不足などの問題点は見られなかった。 
次に、COLT Part B で得られた結果は以下のようにまとめた。「使用言語」についてだ
が、Class A と Class C の授業の半分程度、Class B の授業の 7 割程度が目標言語で行われて
いる。Class A と Class C の教師は「予想不可能」な情報、つまり発話の意味が予想不可能
情報を目標言語で提供し、母語においても「予想不可能」な情報を多く提供している。
「情報要求」に関しては Class Aと Class B の教師は目標言語で全て「疑似要求」をしてい
るのに対し、Class C の教師は 3 割程度が「真正要求」で 7割程度が「疑似要求」になっ
ている。そして、母語では Class B と Class C の教師は 7 割程度、学習者は全てが「真正要
求」な要求を行っている。「発話摂取」に関しては、Class Aの教師は言語形式を目標言
語でも母語でも多く扱っているのに対し、Class B と Class C の教師は内容を重視する特徴
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を持つことが明らかになった。教師の言葉かけは、「やる気を出す言葉」として「励まし」
が一番多く使用され、次に「話者の予想・判断の表明」と「人物評価」が使われている。
そして、「やる気をなくす言葉」として一番多く使用されたのは「要求・制止」である。
3 クラスの授業観察を通して、授業中に教師が学習者の学習意欲を高めるかについては教
師によって異なることが示唆され、学習者それぞれに対応した指導方法や教師からの言葉
かけなどを考案することの必要性が示された。 
 
第 6 章 学習者と教師の学習意欲の維持・向上に対する意識 
 本章では、授業参加者である教師・学習者の学習意欲に対する意識について質的に分析
した。調査協力者はキルギスの 2 大学の 5 名の日本語教師と 7 名の日本語学習者であり、
インタビューでは、具体的にどのような要因が学習者の学習意欲に影響を及ぼすのかにつ
いて聞き、インタビュー調査の分析は、佐藤（2008）を参照して行った。 
 その結果、まず、授業参加者から学習意欲を上げる要因として［将来と夢］に関わる
「留学のため」「仕事のため」「日本訪問・滞在」、［文化］に関わる「日本文化」、
［他者の存在］に関わる「親戚」「先輩」「友達」、［授業］に関わる「学習内容の面白
さ」「面白くて楽しい教室活動」「様々な教材・教具」や「教室の雰囲気」が挙げられ、
学習者のみから［文化］に関わる「日本のサブカルチャー」、［授業］に関わる「成績や
試験の結果」「授業で得られる知識」「フィードバック」「コミュニケーション」や「適
切な指導」、［使用場面］に関わる「ソーシャルネットワーク」と「実際の使用場面での
経験と希望」、［教師］に関わる「表情」や「笑顔」が挙げられた。授業参加者から学習
意欲を下げる要因として［授業］に関わる「学習内容の難しさ」「試験結果」「暗記の挫
折」「授業の退屈さ」「学習不安」、［他者の存在］に関わる「ライバル」、［学習環境］
に関わる「家庭環境」が挙げられ、また、学習者のみに挙げられた要因として［授業］に
関わる「宿題の多さ」「学習量の多さ」「ネイティブ教師の話が分からない」、［自己概
念］に関わる「努力不足」「興味の不一致」、［使用場面］に関わる「ソーシャルネット
ワーク」「実際の使用場面での失敗体験」、［教師］に関わる「表情」「注意・恐怖」
「人間関係」が挙げられたこの結果から、授業参加者の意識では、［授業］に関わるもの
が学習者の学習意欲向上に強く影響していることが分かる。また、［教師］、［使用場
面］、［自己概念］が学習者のみに見られたもので、つまり、授業での教師との関わり方、
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学習者自分自身に対して持っていることや実際のコミュニケーション経験などは学習者の
学習意欲に影響していることがうかがえた。最後に、教師と学習者の結果の異なる点を中
心に考察を行った。 
 
第7章  大学における調査に関する考察 
第 7 章では授業実態と意識に関する調査の結果を照らし合わせて考察を行った。本研究
で得られた調査結果を踏まえて、海外の「孤立環境」における授業のあり方や現状と、孤
立環境下の学習者の学習意欲の維持・向上について検討した。その結果、授業参加者が考
える学習意欲を高める要因は実際の授業に現れた部分も現れなかった部分もあり、それは
クラスによることが明らかになった。まず、授業の雰囲気については、今回の対象授業の
中には Class C のような冷たくなったり、硬くなったりしてしまった授業空間もあり、そ
れをほぐす「ウォームアップ」などが使われた Class B の授業も見られた。次に、教室活
動や教材・教具については、今回の対象になった 3 つの授業にも様々な教室活動や教材教
具などが使われていた。日本語でのコミュニケーションやフィードバックは中級レベルの
Class B では見られたが、同じく中級レベルの Class C ではそれほど見られなかった。教師
の言葉かけについてだが、Class A において、励まし、事実の指摘、人物評価などの「や
る気を出す言葉」が見られ、Class B において、励まし、教師の予想・判断、人物評価な
どの「やる気を出す言葉」が見られた。しかし、Class C において、教師の感情表現、質
問、要求・制止などの「やる気をなくす言葉」のほうが多く現れていた。そして、日本文
化を授業に取り入れることで学習者の学習意欲を向上させることが可能であることが確認
できたが、学習者は教師と違って、「日本文化」以外にアニメ・漫画などの「日本のサブ
カルチャー」も学習意欲を高めると考えていることが分かった。しかし、実際の授業には
取り入れられていないことを指摘した。 
 
III.孤立環境下の日本語教育 
III では、Iの環境から見える問題と IIの教室から見える問題を合わせて総合的考察を行
った。具体的に、本論文全体を通して総合的考察を行った上で、結論を述べ、「孤立環境」
の教師、授業、学習者の学習意欲の維持・向上について提言を行い、本論文の課題と展望
を述べた。 
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第 8 章 総合的考察と結論 
第8章では、本研究においてどのような結果が導き出されたかを論文全体を通してまと
め、研究課題ごとに総合的考察を行った。 
研究課題1．「キルギスの日本語教育の現状と課題」については、①高等教育機関の設
備や教材・教具の不足、②日本語教師の質の向上と養成、③日本語学習者の学習意欲の維
持・向上、④日本語学習者のレベルのばらつき、⑤日本語使用機会が少ない、⑥日本語学
科卒業生の進路があることを示した。 
 キルギスにおける日本語教育は 1991 年に始まり、最初は主に首都ビシュケク市内の高
等教育機関を中心に行われていたが、2010年代からは高等教育機関の日本語学習者数が
減少している。中等教育機関とその他の教育機関において徐々に日本語学習者が増加し、
地方においても日本語教育が拡大されている。中等教育機関とその他の教育機関で教えら
れている日本語のレベルはほとんど初級レベルである。一方、中級レベルの学習者は「漢
字が難しい」「敬語が難しい」「文法が難しい」などの学習面の問題や「日本語と関係が
ある仕事が少ない」などの問題点を抱えている。このような問題点は中級または上級レベ
ルまで学習する学習者の学習動機の妨げになり、高等教育機関での学習者の減少要因の 1
つになっていると思われる。 
1999年に発足したキルギス共和国日本語教師会は、2010年までは主にキルギス国内日本
語弁論大会や中央アジア日本語弁論大会、日本語教授法講座、日本語能力試験の実施など
を行ってきたが、現在、さらにキルギスの日本語教育の充実を目指しながら活動をし、例
えば、日本語能力試験は2015年から年に2回実施されることになっていることについて述
べた。そして、2013年になってから、日本語教育セミナーが定期的に行われるようになっ
た。 
  
研究課題2．「孤立環境下における学習者の学習意欲の維持・向上」については、学習
意欲の維持・向上は、特に日本と全く異なった状況である「孤立環境」ではいまだに解決
されていない課題であること、その主な原因として「日本語を活かす仕事がない」、「日
本語を使用する場がない」などが挙げられていることについて述べた。インターネットを
除き、文化的存在感がゼロに近い、日本の企業がほとんどない「孤立環境」の学習者は自
分が置かれている環境を知りながら、自ら日本語を学びたいと勉強しはじめている。しか
 11 
 
し、その学習者は途中で日本語学習を辞めてしまうか、学習意欲が低くなってしまう。そ
のことに、「教室」という要因が少なからず影響を与えていることが本研究の調査から分
かった。その「教室」を具体的に、①文化、②使用場面と③教師に分けて見てみた。 
 ①文化は、今回の調査から漫画・アニメなどの現代的な日本文化はキルギスで学習者
の日本語学習をはじめるきっかけの 1 つとなり、「孤立環境」においても日本語の普及促
進に役割を果たしていることが分かった。しかし、キルギスの教師はその学習者が望んで
いる漫画・アニメを授業に取り入れていないことが明らかになった。アニメや漫画などの
素材を教材として授業で利用することは、様々な学習効果が期待されることと、学習者の
学習への更なる動機づけにもなるということを知っていても教師が授業で取り扱おうとし
ない現実がある。それを利用しない理由として、教師はまず、アニメ・漫画に関する知識
が浅いのではないかと考えられる。 
 ②使用場面だが、本調査の結果、特に「孤立環境」では、日本人との接点がない、コ
ミュニケーションがとりたいが使用場面がないという悩みを抱えている学習者が少なくな
いことが明らかになった。その日本語を使う場はキルギスでは教室しかないことは誰もが
認める。しかし、学習者はインターネットを介して自ら日本語の「使用場面」にチャレン
ジし、フェースブックやツイッターなどのソーシャルネットワークを使用していることが
分かった。 
 さらに、最近キルギスでは日本語専攻で卒業した人には日本で働くチャンスも増えてい
る。2015 年からの Japan Style Training Center の日本への留学や研修の斡旋だけでなく、キ
ルギスの日本語学科卒業生が、日本のホテルや観光業などで通訳として働くなど、現在、
在日キルギス人数も増えている。学習者の日本語学習を仕事にいかせるということは、今
後の学習者増と、日本語を中級や上級レベルまで継続する動機の 1 つになるだろう。 
 ③教師については、学習者の学習意欲の維持・向上に対して教師がより重要な存在とな
っていることが本調査の結果から明らかになった。具体的には、教師が設計・運営してい
る授業の雰囲気や内容を始め、教師の言葉かけや表情までが学習者の学習意欲を大きく左
右している。孤立環境下の日本語教育の課題や問題点を克服し、学習者の学習意欲の維
持・向上に必要な点として（1）楽しい教室環境づくり、（2）学習意欲を維持・向上させ
る教室活動の実行や評価・支援、（3）学習者の興味・関心の把握、（4）教師の意識改革
（5）教師の自己成長、を挙げた。 
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本研究の結論を以下の3つにまとめた。 
第1は、キルギスの日本語教育の現状である。本研究から学習者は自分が置かれている
環境を理解しており、そこにある課題や問題点については、自分なりに解決しようとする
姿が見られる。学習者の学習目的も日本語学習の経過とともに変化している。つまり、日
本のサブカルチャー（アニメや漫画）を理解したいということが日本語をはじめたころの
学習の目標であり、それが中級レベルになると日本に留学したい、それから日本で仕事を
したいという新たな目標に代わっている。これが理由で日本語学習が継続されていること
が分かった。また、初級レベルの学習者全員は一所懸命に日本語を勉強しようという姿が
みられるが、中級レベルの学習者はそれほど学習意欲が高くないことが分かった。その原
因として、授業の雰囲気、学習内容の難しさ、授業の退屈さ、教師の言葉かけなどがあり、
学習者の学習意欲を左右している。 
第2は、学習者の学習意欲についてである。本研究では、孤立環境下における学習者の
学習意欲の維持・向上について教師と学習者の学習意欲に関する意識を明らかにした。キ
ルギスの学習者の学習意欲を上げる要因と下げる要因の多くは教室の中にあることを明示
した。具体的に、学習者にとって日本語学習を維持・向上させるには、［授業］［使用場
面］［教師］［自己概念］や［学習環境］の役割が重要であり、教師にとって［授業］と
［文化］の役割が重要である。学習者と教師に共通する点は［授業］と［文化］である。
［文化］については、キルギスの日本語学習者が興味を持っているのはいわゆる「伝統的」
な日本文化だけでなく、アニメや漫画などの日本の現代的な文化である。日本語学習が就
職や進学に結びつくことが難しい「孤立環境」の学習者でも［将来と夢］つまり、日本へ
の留学と日本語を生かす仕事といった要因が学習者の学習意欲の維持・向上につながって
いる。 
第3は、キルギスの日本語教育における問題点であり、本研究で大きく6つの問題点を明
示した。それは、教育機関の設備や教材・教具の不足、日本語教師の質の向上と養成、日
本語学習者の学習意欲の維持・向上、日本語学習者のレベルのばらつき、日本語使用機会
が少ないと日本語学科卒業生の進路、である。 
8章の最後では、「孤立環境」の教師、授業、学習者の学習意欲の維持・向上について
提言を行い、本論文の課題と展望を述べた。 
 
